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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 680 ha

平成 21 年度　～ 平成 25 年度 平成 21 年度　～ 平成 年度

目標
大目標：自然・歴史・文化を活かし、住民や来訪者が安心して楽しくすごせるまちづくり
目標1
目標2
目標3

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年 平成19年度 平成25年度

％ 平成19年度 平成25年度

回／年 平成19年度 平成25年度

住民自らがまちづくりに参加し、心が通い、笑顔の見えるまち、住み続けたい安全なまちを目指す。

来訪者の増加を図り、にぎわいを目指す。
自然・歴史・文化を活かし、活気あるまち、元気なまちを目指す。

16

明智町への来客者数 明智町の観光客の入込者数。
観光関連施設の整備を図り、観光入込者数減少の歯止めをかけ
る。

183,191

65.7地区内の居住満足度
まちづくりアンケートによる「あなたは将来に亘って明智町
に住み続けたいとお考えですか」で「はい」と答えた割合。

「住み続けたい」と思うことは、居住満足度が高まっていると考え
る。

65.7

まちづくり関係団体によるイベント回数 まちづくり関係団体によるイベント回数
まちづくり関係団体のイベント開催により、自らが参加しまちづくり
を行ったと考える。

16

167,775

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値

都道府県名 岐阜県 恵那市
え な し

明智
あけちちく

地区

計画期間 交付期間 25

目標値

①市街地及び周辺部の生活空間と商業空間、周辺施設の整備を進め、快適に楽しめる空間づくりを実現。

【明智地区の整備構想】
・地域の玄関口の役割を担っている、大正村駐車場、明智駅周辺、町並みや町内の観光名所や施設の整備と有効活用による地域の魅力の増大と地域活性化の実現。

　観光サービスや住民が安心して暮らせる整備がまだ十分ではなく、今後、地域の振興を総合的に図るための都市再生が求められています。

　恵那市明智町は、岐阜県のほぼ東南端に位置し、その南西部は、愛知県との県境となっています。昭和29年に明知町と静波村が合併して明智町が誕生し、昭和30年には、三濃村横通、吉田村と合併しました。明智町の現在の人口は、6,300人で
あり、近年は少子高齢化が著しくなり人口減少が少しづつ進んでいるのが状況です。

新市総合計画における明智地区の位置づけ
【恵那市全体からの位置づけ】
・合併市町村の地域特性を生かしながら、「人・地域。自然が調和した交流都市」を実現するために、明智の有する地域資源の積極的活用による「笑顔、幸せ、元気いっぱい暮らせる大正ロマンあふれる交流のまち」
を目指して、まちづくりを展開します。

②自然、歴史、文化、産業を活かした環境整備と市民活動の充実。

③防災や健康推進・福祉の充実による安心して暮らせるまちの実現。

　明智町には、明知遠山氏の始祖であった遠山景重が築城したとされる県指定文化財の「明知城跡」があり、また、明智町で生まれたと言い伝えがある明智光秀のゆかりの地となっています。さらに、昭和５９年に、住民主導で始まった「日本大正
村」があり、大正村全体が観光や歴史、文化の貴重な財産となっています。町全体を「日本大正村」と言うように、大正村は、資料館などの施設や、町並み、ボランティアで大正村の運営活動する人達や住民も含めて、町全体、町ぐるみが「日本大正
村」となっており、自然と歴史、文化のまちとして、全国的に注目されています。

　そして、町の中心の市街地には、国道363号線が、西から北へと通過し、県道豊田明智線が市街地中心部で国道363号線と交わっています。また、明知鉄道の始発駅として、明智駅が市街地に存在し、それぞれこの地域の交通機関の要として機
能しています。地域資源としては、自然の宝庫である「大正村明智の森」、樹齢千年と言われる「団子杉」、紅葉の名所「下ヶ渕」などの多くの名所があります。また、「明知城跡」や「日本大正村」、明智光秀のゆかりの地でもあり、多くの歴史的資源が
存在します。また、伝統と文化を継承する明智太鼓があり、日本の洋画界の偉人「山本芳翠」の出身地でもあることから、文化と教養の志の高い町であるといえます。

　名古屋方面や豊田方面から近く、多くの来訪者もあり、観光で楽しんでいただく一方、安全で安心な野菜、地元で取れた農産物の加工品などもおすすめできる町であります。

　一方では、近年の少子高齢化の影響もあり、空き家、空き店舗も増加傾向にあり、町全体の寂れた雰囲気や活気の低下の要因となっています。また、多くの自然や歴史、文化の資源を住民自身が活用することが、十分でないのが現状です。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

①まちづくり事業に関する地元主体の取り組みの実施

・本地区のまちづくり計画は、地元住民等により構成されている「明智町町並み活性化検討委員会」が主体となり検討を実施してきており、地域住民へのまちづくり計画の説明、意見集約を実施しています。

・まちづくり交付金の事業実施に向け、今後は、事業の推進のための「（仮称）明智町町並み活性化事業推進委員会」を立ち上げ、地元住民への都市再生整備計画の説明、意見集約と調整、事業実施の検討を行っていく。

②事業効果を高めるまちづくり活動等の計画的・段階的な展開

・本事業の実施において、事業効果を高めることを目的とし、まちづくり活動等を住民主体で検討・実施する体制作りを確立する。

・「まちづくり活動推進事業」および「事業活用調査」を活用して、まちづくり活動を実施するとともに、活動結果に応じて、事業内容の見直しを柔軟に出来るよう「（仮称）明智町町並み活性化事業推進委員会」との連携を図る。

・市道2-9号線（番神踏切道拡幅事業）【関連事業】

・暮らしやすく、安心して暮らすため、市民の貴重な財産と多くの歴史や文化の財産を守るため、消防活動のための防火水槽を設置する。 ・明智駅前広場整備事業【道路】

・市道明智町98号線

・防火水槽設置事業【提案事業・地域創造支援事業】

方針に合致する主要な事業
整備方針１；来訪者の増加を図り、にぎわいを目指す ・（仮称）浪漫ひろば等整備【地域生活基盤施設】

・地域の玄関口である大正村駐車場付近をやすらぎの空間、安心して過ごせる空間とするため、イベント広場、公園を整備する。

・情報案内板設置事業【地域生活基盤施設】

・市道明智町103号線【道路】

・市街地内の道路、歩道等の舗装改修等を、景観に配慮して整備をし、誰もが安心して歩ける町並み整備を実施する。

・明智川親水空間整備事業【提案事業・地域創造支援事業】

・住宅等の修景【提案事業・地域創造支援事業】・大正村施設や町内の観光施設や名所へわかりやすくアクセスできる環境を整備するため、案内情報版、案内標識など設置する。

整備方針３；住民自らがまちづくりに参加し、心が通い、笑顔の見えるまち、住み続けたい安全なまちづくり

・来訪者や住民が安全に快適に過ごすため、地域コミュニティーと観光サービスを目的とした輸送サービスへの支援を実施する。 ・明智駅前広場整備事業（広場）【地域生活基盤施設】

・大正百年祭事業への支援事業【関連事業】

・明智駅舎付近観光案内・待合施設整備【提案事業・地域創造支援事業】

・明智駅前広場整備事業（トイレ）【高質空間形成施設】・子供から高齢者への安全性の確保の充実のため、通学路や生活道路の整備を実施します。

・ウォーキングコースの設置事業【提案事業・まちづくり活動推進事業】

・三宅家トイレ整備事業【高質空間形成施設】

整備方針２；自然・歴史・文化を活かし、活気あるまち、元気なまちを目指す

・ふれあい会館吉良見前広場整備事業【地域生活基盤施設】

・明智駅舎付近観光案内・待合施設整備【提案事業・地域創造支援事業】

・空き家等の活用事業【提案事業・地域創造支援事業】

・情報案内板設置事業【地域生活基盤施設】・2011年に迎える大正百年祭に向け、多くの住民が活動してもてなしの心を育くむとともに、歴史・文化資源の勉強のためのイベントや検討会を実施する。

・自然、歴史、文化に関する貴重な資源を活用したウォーキングコースを設置し、明智のまちへの愛着、健康意識の向上を図る。

・明るく、元気な町を目指し、地域活動の拠点となるコミュニティー施設、子育て支援のための施設を整備する。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）

基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 恵那市 直 L=31ｍ 21 25 22 22 99 99 99 99

恵那市 直 L=97ｍ 21 25 21 22 25 25 25 25

恵那市 直 L=132ｍ 21 21 25 25 30 30 30 30

公園
河川
下水道
駐車場有効利用システム －

緑地、公園 恵那市 直 A=4,000㎡ 21 25 21 22 343 343 343 343

恵那市 直 A=155㎡ 22 23 22 22 25 25 25 25

恵那市 直 A=2,252㎡ 21 25 24 24 20 20 20 20

情報版 恵那市 直 4基 21 25 23 25 6 6 6 6

緑化施設等

障害者誘導施設 恵那市 直 A=11㎡ 21 25 22 23 8 8 8 8

恵那市 直 A＝29㎡ 23 23 22 22 9 9 9 9

地域交流センター
子育て世代活動支援センター

既存建造物活用事業 －
都市再生交通拠点整備事業
土地区画整理事業

市街地再開発事業
住宅街区整備事業
地区再開発事業
人にやさしいまちづくり事業
優良建築物等整備事業

拠点開発型
沿道等整備型
密集住宅市街地整備型
耐震改修促進型

街なみ環境整備事業
住宅地区改良事業等
都心共同住宅供給事業
公営住宅等整備
都市再生住宅等整備
防災街区整備事業
合計 565 565 565 565

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

空き家等の活用事業 財）日本大正村等 間 － 21 25 22 25 10 10 10 10

明智駅前広場整備事業（待合） 恵那市 直 A=46㎡ 22 23 22 22 21 21 21 21

住宅等の修景 大正村景観修景整備事業 個人 間 － 21 25 24 25 20 20 20 20

防火水槽設置事業 恵那市 直 2基 22 24 22 24 20 20 20 20

恵那市 直 L=120ｍ 25 25 25 25 35 35 35 35

事業効果検証調査 恵那市 直 － 21 25 25 25 6 6 6 6

ウォーキングコースの設置事業
あけちまちづくり

フォーラム
間 Ｌ＝11ｋｍ 21 25 22 22 3 3 3 3

合計 115 115 115 115

合計(A+B) 680

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
実行委員会 Ｈ19

まちづくり団体

道路 恵那市 Ｌ＝16ｍ ○ 24 25 35

恵那市 Ｌ＝132ｍ ○ 26 26 20

大正百年祭事業への支援事業 実行委員会等 - ○ 21 23 20

合計 75

高次都市施
設

高質空間形
成施設

地域生活基
盤施設

三宅家トイレ整備事業

明智駅前広場整備事業（トイレ）

明智駅前広場整備事業（広場）

680 交付限度額 272.0

細項目

国費率 0.4

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

交付対象事業費

うち民負担分

市道明智町103号線

明智駅前広場整備事業（市道91065号線）

市道明智町98号線

－

ふれあい会館吉良見前広場整備事業

（仮称）浪漫ひろば等整備

情報案内板設置事業

－

住宅市街地
総合整備
事業

町内の歴史・文化・伝統施設を結ぶウォーキングコースを設置

事業箇所名 事業主体 直／間

0

規模

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

あけちまちづくりフォーラム等主催イベント 明智町内

記念事業を通したまちづくりの推進

市道2-9号線

大正百年祭関連事業 恵那市全域

事業

事業活用調査

市道明智町98号線

まちづくり活
動推進事業

うち民負担分細項目

空き家、空き店舗、空き地の活用事業

明智駅舎付近観光案内・待合施設整備事業
地域創造
支援事業

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

明智川親水空間整備 明智川親水空間整備事業

町内2箇所に防火水槽を設置



面積 区域

都市再生整備計画の区域

明智地区（岐阜県恵那市） 680ｈａ 明智町の一部

明智駅

Ｓ＝１：２００００

１Ｋｍ

生活環境保全林
大正村明智の森

大正村駐車場

県文化財明智城跡

県天然記念物団子杉

明智地区　６８０ha


